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日
本
経
済
論

｜
史
実
と
経
済
学
で
学
ぶ

 

櫻
井
宏
二
郎
著

　
本
書
は
、
大
学
生
と
一
般

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
向
け
に
書
か

れ
た
日
本
経
済
の
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
。「
史
実
と
経
済
学

で
学
ぶ
」
と
副
題
に
あ
る
よ

う
に
、
特
徴
は
歴
史
的
経
緯

と
経
済
学
的
視
点
を
重
視
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
江
戸
や
明
治
か
ら
始
ま
る

と
こ
ろ
は
経
済
史
の
よ
う
で

あ
る
が
、
人
的
資
本
理
論
を

持
ち
出
し
、
生
産
要
素
賦
存

に
注
目
す
る
と
こ
ろ
は
開
発

経
済
学
に
近
い
。
ま
た
日
本

的
経
済
シ
ス
テ
ム
の
ル
ー
ツ

を
探
る
の
は
本
書
の
隠
れ
た

テ
ー
マ
で
あ
る
。
後
半
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
、
今
後
の
人
口
減
少
の
影

響
な
ど
に
ペ
ー
ジ
数
が
割
か

れ
、
近
年
の
経
済
事
情
の
解

説
と
な
っ
て
い
る
。

　
専
門
知
識
な
し
で
読
め
る

よ
う
平
易
な
言
葉
で
書
か
れ

て
お
り
、
経
済
・
経
済
学
の

入
門
書
と
し
て
も
薦
め
ら
れ

る
。
（
日
本
評
論
社
・
本
体

２
６
０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
さ
く
ら
い
・
こ
う

じ
ろ
う
）

経
済
学
部
教

授
。
日
本
経
済
論
。

過
労
自
死
の
社
会
学

｜
そ
の
原
因
条
件
と
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム

 

　
小
森
田
龍
生
著

　
労
働
者
の
自
死
問
題
は
、

過
労
自
死
（
過
労
自
殺
）
と

呼
ば
れ
、
そ
の
主
た
る
原
因

は
長
時
間
労
働
・
働
き
過
ぎ

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
日
本
で
長
時

間
労
働
を
強
い
ら
れ
る
労
働

者
は
多
数
存
在
す
る
が
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
健
康
を
む

し
ば
ま
れ
な
が
ら
も
自
死
に

は
至
ら
な
い
。
長
時
間
労
働

だ
け
を
原
因
と
捉
え
て
い
て

は
、
労
働
者
の
自
死
問
題
の

実
態
を
見
誤
る
。

　
で
は
、
労
働
者
を
自
死
に

追
い
込
む
長
時
間
労
働
以
外

の
要
因
と
は
い
か
な
る
も
の

か
。
本
書
は
こ
の
点
に
つ
い

て
、
判
例
を
対
象
と
し
た
計

量
分
析
と
事
例
研
究
に
よ

り
、
職
場
で
の
人
間
関
係
上

の
問
題
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

等
）
が
鍵
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
証
拠
が
残
り

づ
ら
く
、
線
引
き
も
難
し
い

人
間
関
係
上
の
問
題
へ
の
対

策
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ

で
も
、
日
本
人
の
「
働
き

方
」
が
問
わ
れ
て
い
る
い
ま

こ
そ
目
を
背
け
ず
に
議
論
を

深
め
る
時
機
だ
。

　
２
０
１
７
年
度
専
修
大
学

課
程
博
士
論
文
刊
行
助
成
に

よ
る
出
版
。
18
年
８
月
重

版
。（
専
修
大
学
出
版
局
・

本
体
２
６
０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
こ
も
り
だ
・
た
つ

お
）
経
営
学
部
非
常
勤
講

師
。
労
働
社
会
学
、
死
の
社

会
学
。

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
を

知
ろ
う
！
　
２
０
１

８
｜
新
た
な
フ
ラ
ン

ス
革
命
像
を
探
し
求

め
て
｜
」

▽
会
期
・
時
間

10

月
15
日
（
月
）
〜
11

月
４
日
（
日
） 

11
時

〜
16
時
30
分
※
土
・

日
曜
と
10
月
30
日

（
火
）
は
休
み
。
た
だ
し
10

月
20
日
（
土
）、
11
月
３
日

図書館秋の企画展

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
専
修

大
学
図
書
館
本
館
と
生
田
分

館
の
地
域
住
民
向
け
の
説
明

会
が
７
月
14
、
16
の
両
日
開

地
域
住
民
向
け

図
書
館
説
明
会

　
高
校
生
が
図
書
館
司
書
の

仕
事
を
体
験
す
る
「
司
書
イ

司
書
の
仕
事
を

高
校
生
が
体
験

　
会
計
学
研
究
所
は
受
託
研

究
（
公
益
財
団
法
人
山
田
長

満
奨
学
会
）「
メ
コ
ン
地
域

の
簿
記
教
育
と
企
業
に
お
け

る
簿
記
実
務
の
現
状
の
調
査

・
分
析
〜
ラ
オ
ス
国
の
調
査

研
究
を
中
心
と
し
て
〜
」
の

一
環
と
し
て
、
８
月
７
日
か

ら
12
日
ま
で
ラ
オ
ス
で
実
態

調
査
を
行
っ
た
。
簿
記
・
会

計
に
関
連
す
る
継
続
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
今
回
は
ラ
オ

ス
国
立
大
学
と
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
ラ
オ
ス
商
工
会
議
所

で
の
簿
記
検
定
試
験
な
ど
の

協
議
、
ラ
オ
ス
財
務
省
会
計

局
で
の
質
疑
応
答
に
よ

る
会
計
制
度
の
現
状
分

析
、
ラ
オ
ス
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
省
セ
ン
デ
ゥ
ア

ン
・
ラ
チ
ャ
ン
タ
ボ
ー

ン
大
臣
へ
の
表
敬
訪

問
、
ラ
オ
ス
企
業BKN 

Company 
Limited

で

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
実
施
し
た
。

　
一
行
は
商
学
部
の
伊

藤
和
憲
教
授
、
国
田
清

志
教
授
、
菱
山
淳
教

授
、
石
原
裕
也
教
授
、

谷
守
正
行
准
教
授
、
経

営
学
部
の
岩
田
弘
尚
教

授
、
山
﨑
秀
彦
教
授
。

　会計教育100周年・会計学科50周年

公開講演会を会計学研究所と共催で開

催します。学部学科にかかわらず、本学学生や一般の方も参加できます。

 （事前予約不要）

▽講演者＝齋尾浩一朗氏（㈲あずさ監査法人ＫＰＭＧジャパン統合報告セ

ンター・オブ・エクセレンスパートナー）　▽テーマ＝「統合報告書を読

んでみよう～企業価値の創造を理解する～」　▽日時＝10月16日（火）10

時45分～ 12時15分　▽場所＝生田キャンパス10号館10301教室

公開講演会のお知らせ

ラ
オ
ス
で
実
態
調
査
会
計
学

研
究
所

ラ
オ
ス
商
工
会
議
所
で

か
れ
、計
15
人
が
参
加
し
た
。

　
参
加
者
は
職
員
の
案
内
で

約
１
２
８
万
冊
を
収
蔵
す
る

本
館
で
説
明
を
受
け
た
。
自

宅
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で

徒
歩
10
分
と
い
う
女
性
は

「
家
か
ら
一
番
近
い
図
書

館
。
中
学
生
の
娘
の
参
考
に

な
る
よ
う
な
本
も
探
し
て
み

た
い
」
と
話
し
た
。

　
利
用
で
き
る
の
は
18
歳
以

上
。
川
崎
市
多
摩
区
に
在
住

・
在
勤
で
川
崎
市
立
図
書
館

の
利
用
登
録
者
は
カ
ー
ド
発

行
料
無
料
。
神
奈
川
県
立
図

書
館
の
利
用
登
録
者
は
カ
ー

ド
発
行
料
１
０
０
０
円
、
１

年
ご
と
の
更
新
料
５
０
０

円
。
い
ず
れ
も
１
回
５
冊
ま

で
20
日
間
借
り
ら
れ
る
。

（
土
）、
４
日
（
日
）
は
10

〜
15
時
で
開
催
▽
会
場

生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
本
館

（
９
号
館
３
階
）
研
修
室
▽

内
容

専
修
大
学
所
蔵
の

「
ミ
シ
ェ
ル･

ベ
ル
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
文
庫
」
か
ら
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
期
の
陳
情
書
、
女

性
の
権
利
に
関
す
る
資
料
、

山
岳
派
独
裁
や
ロ
ベ
ス
ピ
エ

ー
ル
に
ま
つ
わ
る
資
料
、
フ

ラ
ン
ス
革
命
期
の
カ
リ
カ
チ

ュ
ア
な
ど
約
30
点
を
展
示
。

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
が
７
月

23
、25
、27
の
３
日
間
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
本
館
で

行
わ
れ
た
。
体
験
し
た
の
は

高
大
連
携
協
定
校
と
教
育
交

流
提
携
校
の
高
校
生
13
人
。

　
23
日
は
埼
玉
県
浦
和
学
院

高
と
神
奈
川
県

向
上
高
の
生
徒

３
人
が
参
加
。

生
徒
た
ち
は
職

員
か
ら
本
学
の

図

書

館

の

概

要
、
大
学
図
書

館
の
役
割
な
ど

を
聞
き
、
館
内

を
見
学
し
た
あ

と
、
図
書
館
業

務
を
体
験
。
図

書
の
受
入
、
整

理
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
各
業

務
を
行
っ
た
。

　
参
加
し
た
高
校
生
は
「
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
の
目
線
を
経

験
で
き
た
の
で
図
書
館
の
利

用
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
く
る

と
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。

カウンター業務を体験する高校生

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
（
研
究
代
表

飯
尾
秀
幸
文
学
部
教
授
）

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
東

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
際
関
係
と

人
流
」が
７
月
14
日
、神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
ま
で

つ
な
が
る
古
代
の
国
の
関
係

や
人
々
の
動
き
に
つ
い
て
３

人
の
専
門
家
が
講
演
。
２
３

９
人
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
文
部
科

学
省
「
私
立
大
学
戦
略
的
研

究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」
に

２
０
１
４
年
に
採
択
さ
れ

た
。
今
年
度
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
最
終
年
度
と
な
る
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、
飯
尾
代

表
が
「
中
央
ア
ジ
ア
｜
中
国

｜
朝
鮮
半
島
｜
日
本
で
ど
う

い
う
人
の
流
れ
や
物
の
行
き

来
が
あ
っ
た
か
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
心
を
な
す
報
告
と

な
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
新
潟
大
フ
ェ
ロ
ー
の
關
尾

史
郎
氏
は
４
〜
５
世
紀
、
戦

乱
を
逃
れ
北
部
中
国
か
ら
黄

河
西
方
の
河
西
や
中
央
ア
ジ

ア
へ
移
動
し
た
人
々
に
つ
い

て
報
告
。
西
方
の
オ
ア
シ
ス

都
市
国
家
が
あ
っ
た
ク
チ
ャ

で
は
河
西
地
域
の
敦
煌
と
似

た
様
式
の
墓
や
喪
葬
用
文
物

が
出
土
し
て
お
り
、
關
尾
氏

は
「
喪
葬
文
化
は
民
族
固
有

の
要
素
が
強
く
、
漢
族
の
移

動
に
伴
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。混
乱
し
た
時
代
ゆ
え
に
、

漢
族
の
生
活
空
間
は
広
が
っ

て
い
っ
た
」
と
ま
と
め
た
。

　
大
阪
大
教
授
の
荒
川
正
晴

氏
は
８
世
紀
ご
ろ
ま
で
の
ソ

グ
ド
人
の
交
易
活
動
に
つ
い

て
講
演
。
ソ
グ
ド
人
は
中
央

ア
ジ
ア
の
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
地

方
出
身
で
西
方
か
ら
中
国
国

内
ま
で
、
物
流
・
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
た
。

扱
う
商
品
に
は
絹
や
香
料
な

ど
が
あ
り
、
法
隆
寺
に
は
ソ

グ
ド
語
の
焼
き
印
が
入
っ
た

白
檀
の
香
木
が
伝
わ
る
。
荒

川
氏
は
当
時
の
香
木
の
価
値

の
高
さ
な
ど
を
示
し
、
流
通

ル
ー
ト
の
謎
を
提
示
し
た
。

　
韓
国
・
忠
北
大
教
授
の
成

正
鏞
氏
は
、
３
世
紀
ご
ろ
ま

で
朝
鮮
半
島
南
部
に
存
在
し

て
い
た
馬
韓
と
、
そ
の
後
に

続
い
た
百
済
の
対
外
交
流
に

つ
い
て
語
っ
た
。
百
済
で
出

土
し
た
遺
物
に
は
中
国
の
陶

磁
器
が
多
く
、
高
級
文
化
へ

の
憧

し
ょ
う

憬け
い

が
強
か
っ
た
と
い
え

る
。
百
済
と
倭
は
文
献
の
記

述
に
比
べ
考
古
資
料
は
少
な

い
が
、
今
後
の
発
掘
調
査
や

研
究
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

　
高
久
健
二
文
学
部
教
授
司

会
の
討
論
で
は
、
東
か
ら
西

へ
の
人
の
流
れ
を
論
じ
た
關

尾
氏
と
、
西
か
ら
東
へ
の
流

れ
を
展
開
し
た
荒
川
氏
が
４

〜
５
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
に

点
在
し
た
オ
ア
シ
ス
国
家
の

姿
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。
成
氏
は
朝
鮮
半
島
に
お

け
る
西
域
系
文
物
の
流
入
過

程
や
日
韓
交
流
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

た
。
ま
た
、
会
場
か
ら
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ

ン
タ
ー
（
研
究
代
表

小
林

守
商
学
部
教
授
）
は
ラ
オ
ス

国
立
大
学
経
済
経
営
学
部
と

共
催
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
８
月
９
日
、
ラ
オ
ス
の
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
で
行
っ
た
。
テ

ー
マ
は
「
メ
コ
ン
地
域
に
お

け
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
」。
ラ

オ
ス
国
立
大
学
経
済
経
営
学

部
の
コ
ン
サ
ワ
ン
・
サ
イ
ヤ

ラ
講
師
の
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
に
よ
り
、
同
大
学
の
教

員
・
学
生
の
ほ
か
、
ラ
オ
ス

の
企
業
経
営
者
、
ラ
オ
ス
訪

問
中
の
香
港
城
市
大
学
の
教

員
・
学
生
ら
を
含
め
た
約
70

人
の
聴
衆
を
前
に
関
連
の
研

究
成
果
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
２
部

構
成
で
実
施
さ
れ
、
第
１
部

は
内
野
明
商
学
部
教
授
の
司

会
の
も
と
、
メ
コ
ン
地
域
の

ビ
ジ
ネ
ス
開
発
の
潜
在
性
を

小
林
と
ラ
オ
ス
国
立
大
学
経

済
経
営
学
部
の
ピ
ヤ
・
ウ
ォ

ン
ピ
ッ
ト
講
師
が
そ
れ
ぞ

れ
、
国
際
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
（
供
給
網
）
と
周
辺
国
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
競
争
力
比

較
の
視
点
か
ら
報
告
を
行
っ

た
。
ま
た
、
第
２
部
は
本
学

会
計
学
研
究
所
の
協
力
を
得

て
、
ラ
オ
ス
と
日
本
の
会
計

制
度
・
教
育
の
比
較
に
関
す

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
会
計
学
研
究
所
の

伊
藤
和
憲
教
授
（
司
会
）、

菱
山
淳
教
授
、
国
田
清
志
教

授
、
石
原
裕
也
教
授
、
谷
守

正
行
准
教
授
（
以
上
商
学

部
）、
山
﨑
秀
彦
教
授
、
岩

田
弘
尚
教
授
（
以
上
経
営
学

部
）
が
、
ラ
オ
ス
側
か
ら
は

ラ
オ
ス
最
大
手
飲
料
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
ラ
オ
・
ブ
ル
ワ
リ

ー
を
は
じ
め
と
し
て
Ｉ
Ｔ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
、
人
材

派
遣
会
社
の
経
営
幹
部
ら
４

人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
し
、
両
国
の
会
計
制
度
・

教
育
の
相
違
と
問
題
点
を
掘

り
下
げ
て
議
論
し
た
。

　
本
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

岩
尾
詠
一
郎
商
学
部
教
授

（
ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ
ン
タ

ー
事
務
局
長
）
と
小
林
が
本

年
度
初
頭
か
ら
ラ
オ
ス
側
と

準
備
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
、
会
計
制
度
・
教
育
問
題

に
関
し
て
は
ラ
オ
ス
国
立
大

学
の
み
な
ら
ず
、
ラ
オ
ス
の

商
工
会
議
所
、
財
務
省
、
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ
省
と
も
連
携

し
な
が
ら
関
連
調
査
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
を
図
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

（
小
林
守
）

アジア産業研究センター古代東ユーラシア研究センター

東西の人の流れを報告
ラ
オ
ス
・
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
国
際
シ
ン
ポ

メ
コ
ン
地
域
の
潜
在
性
が
発

表
さ
れ
た
第
一
部
の
報
告
会

会
知
性
開
発

社
研
究
セ
ン
タ
ー

会
場
か
ら
の
質
問
に
答
え
る

講
師
陣
。
左
か
ら
關
尾
氏
、

荒
川
氏
、
成
氏
、
高
久
教
授

高
大
連
携


